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2025 年において世界の生乳生産量の伸びが鈍化する中、乳製品貿易量は

わずかに減少する見通し 

FAO「食料アウトルック」2025 年 6 月号より 

 

国連食糧農業機関（FAO）は、世界の農産物需給などの概況を見通す「食料アウトルック（Food 

Outlook）」報告書を毎年 2 回公表している。6 月 12 日に公表された最新報告では、2025 年の世界の生

乳生産量は 2 年連続で伸びが鈍化し、前年比 1.0％増の約 9 億 9270 万トンになると予測している。バン

グラデシュ、インド、パキスタンを中心とするアジアでの乳牛頭数の増加と生産性の向上が、世界の生乳

生産量の増加を牽引するとしている。一方で、2025 年の世界の乳製品貿易は、期待を下回る生乳生産と

国際価格の上昇により、0.8％減少すると予測した。中国による輸入量は、中国国内の食品産業の需要

増と生乳生産量の減少により回復が予想されるが、アフリカ、中南米、近東による輸入量の減少分を補う

までには至らない可能性がある。貿易政策の不確実性が続いており、世界市場への影響と貿易の動向を

注意深く観察していく必要がある。 

以下では、報告書の中から、乳・乳製品の市場動向とニュースリリースの概要を紹介する（読みやすさ

を考慮し、Ｊミルクで小見出しなどを補った）。 

 

【食料アウトルック】（*1） 

生乳生産は、アジアと南米で増加 

2025 年の世界の生乳生産量は、前年比

1.0％増の約 9億 9270万トンとなり、2年連続の

伸びの鈍化が予測される（表 1）。バングラデシ

ュ、インド、パキスタンを中心とするアジアでの継

続的な乳牛頭数の増加と生産性の向上による

生乳生産の増加が、中国での減少分を補い、

世界の生乳生産量の増加を牽引すると予想さ

れる。中国では、乳価の下落と継続的なコスト

圧力が、引き続き生産の増加を抑制している。

ブラジルとメキシコにおける大幅な増加の予想

に加え、アルゼンチンと米国でも生乳生産が回

復している。欧州連合（EU）とオセアニアの生乳

生産は、各国の傾向は異なるものの、徐々に増

加し安定的に推移すると予想される。対照的に、

表 1．世界の乳・乳製品市場の概観（*1） 

世界総量 2023 年 
2024 年 

（推定） 

2025 年 

（予測） 

増減（％）： 

2025 年／ 

2024 年 

総生乳生産量（百万 t） 968.7 982.5 992.7 1.0 

総貿易量（生乳換算百万 t）1 85.9 86.2 85.5 -0.8 

1 人当たり消費量     

世界（kg／年） 118.7 119.4 120.6 0.7 

貿易のシェア（％） 8.9 8.8 8.6 -1.1 

FAO 乳製品価格指数 

（2014～2016年=100） 

2023 年 2024 年 
2025 年 

1～5 月 

増減（％）： 

2025 年 1～5 月／

2024 年 1～5 月 

124 130 149 21.5 
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アフリカではわずかな減少が予想される。アフリ

カ大陸の一部地域では、コストの上昇と紛争に

よる混乱が生産の妨げになる可能性が高い。 

 

世界の乳製品貿易は微減 

2025 年の世界の乳製品貿易は、期待を下回

る生乳生産と国際価格の上昇により、0.8％減

少すると予測される。中国による輸入量は国内

の食品産業の需要増と生乳生産量の減少によ

り回復すると予想されるが、アフリカ、中南米、

近東の輸入量の減少分を部分的に補う程度に

なる可能性がある。また、EU、サウジアラビア、

米国の輸出量の減少は、イラン、ニュージーラ

ンド、ウルグアイの輸出量の増加によって部分

的に補われると予想される。貿易政策の不確実

性が続いており、世界市場への影響と貿易の動

向を評価するために、注意深く観察していく必

要がある。 

表 2．乳製品の国際価格および FAO 乳製品価格指数（*1） 

期間 

国際価格（米ドル／t） FAO 乳製品価格

指数（2014～2016
年=100） バター1 脱脂粉乳 2 全粉乳 3 

チェダー 

チーズ 4 

年次（1～12 月）   

2014 年 4 278 3 606 3 854 4 542 130 

2015 年 3 306 2 089 2 537 3 076 87 

2016 年 3 473 1 986 2 481 2 807 83 

2017 年 5 641 2 011 3 163 3 664 108 

2018 年 5 587 1 834 3 060 3 736 107 

2019 年 4 443 2 440 3 186 3 435 103 

2020 年 3 844 2 610 3 041 3 504 102 

2021 年 4 995 3 176 3 855 3 850 120 

2022 年 6 608 3 862 4 253 4 998 150 

2023 年 5 100 2 692 3 327 4 486 124 

2024 年 6 996 2 690 3 694 4 295 130 

月次      

2024年 5 月 6 595 2 616 3 585 4 230 126 

2024年 6 月 7 072 2 654 3 628 4 191 128 

2024年 7 月 7 167 2 601 3 536 4 226 128 

2024年 8 月 7 473 2 661 3 669 4 302 131 

2024年 9 月 7 827 2 821 3 909 4 401 137 

2024年 10月 7 852 2 757 3 892 4 587 139 

2024年 11月 7 887 2 780 4 019 4 583 140 

2024年 12月 7 638 2 759 4 142 4 723 142 

2025年 1 月 7 327 2 683 4 044 4 962 143 

2025年 2 月 7 408 2 731 4 225 5 127 148 

2025年 3 月 7 811 2 779 4 238 5 072 149 

2025年 4 月 8 043 2 826 4 351 5 187 152 

2025年 5 月 8 043 2 821 4 521 5 202 153 
1バター：乳脂肪 82％、FOBオセアニア・EU、平均表示取引価格 
2脱脂粉乳：乳脂肪 1.25％、FOBオセアニア・EU、平均表示取引価格 
3全脂粉乳：乳脂肪 26％、FOBオセアニア・EU、平均表示取引価格 
4チェダーチーズ、最大水分 39％、FOB オセアニア・EU、平均表示取引価格 

注：FAO乳製品価格指数は、国際的に取引されている EUとオセアニアの代表的な乳製品の貿易加重平

均から算出される。 
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乳製品の国際価格はさらに上昇 

2025 年初頭の乳製品の国際価格は、2024

年から続くバター価格の記録的な高値と堅調な

チーズの相場に牽引されて上昇を続けた。5 月

の FAO 乳製品価格指数は平均 153.5 ポイント

で、前年同月比 21.5％上昇したが、2022 年 6

月に記録した過去最高値（158.2 ポイント）よりも

3.0％下回っている（表 2）。 

5月のバターの国際価格は堅調に推移し、過

去最高の水準となった。2024年半ばに始まった

上昇傾向は、中期的な供給契約に対する強い

需要、オセアニアでの乳脂肪供給生産の季節

的な減少、EU の乳業会社が収益性の高いチ

ーズの生産を優先するために、バターの供給が

逼迫していることを反映している。ただし、米国

から低価格のバターが調達できるようになり、

EU への輸出需要が緩和したことが、直近の価

格安定に貢献した。 

5 月のチーズの国際価格は、1 月から 4.8％

上昇して、149.7 ポイントとなった。これは、主要

輸入国・地域での堅調な外食需要、オセアニア

での生産の制約、EU での堅調な内需を反映し

ている。 

全粉乳の価格も、中国の需要の回復、東南

アジア、近東や北アフリカからの安定した需要

に下支えされて著しく上昇した。一方、脱脂粉

乳の価格は、EU での豊富な供給と中国での需

要の伸びの鈍化により、やや下落した。 

 

【ニュースリリース】（*2） 

世界の食料品市場の見通しはやや楽観的 

最新の FAO「食料アウトルック」では、主要な

食料の 2025年の生産量の記録更新が見通しさ

れている一方、異常気象、地政学的緊張の継

続、貿易政策の不確実性、経済状況などにより

依然として脆弱であり、世界の食料安全保障に

影響を及ぼす要因が増えているとしている。 

報告書はまた、コメの世界生産について、ア

ジアでの生産増加見込みを主な要因として、前

年比 0.9％増の 5 億 5150万トンという過去最高

水準に達すると予測している。コメの国際貿易

は、アフリカの大幅な需要増とインドおよび南米

からの輸出量の増加を背景に、2025年に 1.4％

増の 6050 万トンの過去最高水準に達すると見

込んでいる。コメの 1人当たり消費量は、特に低

所得で食料が不足する国において前年比 2％

の堅調な増加を見込んでいる。 

 

FAO「食料アウトルック」とは 

年に 2 回発行され、穀物、植物油、砂糖、肉、

乳製品、魚など、世界の主要な食料品の市場

需給の動向を FAOが検証している。また、食料

品の先物市場や輸送コストの動向についても言

及している。 
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（資料閲覧：2025 年 6 月 12 日） 

（Ｊミルク 国際グループ） 
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